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第１章　プラスチックサーキュラーエコノミーに関する規制と国内外の動向
　第１節　プラスチックのマテリアルリサイクルにおける技術開発と海外での動向
　第２節　プラスチック資源循環促進法の概要
　第３節　日本企業における法的対応のあり方
　第４節　日本企業に今後求められる取り組みと注視すべきポイント
第２章　各製品のリサイクル技術と評価／品質改善／課題対応
　第１節　日本を取り巻く廃プラリサイクルの現状と求められること
　第２節　ケミカルリサイクルとは？～その特徴と要素技術
　第３節　マテリアルリサイクルの現状と技術課題
　第４節　熱分解ガスクロマトグラフィーによるプラスチックの性状評価
　第５節　マテリアルリサイクルにおける品質上の課題と改善技術
　第６節　製品別プラスチックのリサイクル技術および検討
　　第１項　家電混合プラスチックの高度選別と自己循環リサイクル

　　　第２項　使用済み家電製品からのマテリアルリサイクル技術と動向
　　第３項　自動車におけるプラスチックリサイクル技術動向
　　第４項　建築系廃プラスチックのリサイクル
　　第５項　環境対応包装における循環型プラスチックの欧州事情
　　第６項　オフィス・プラスチックのリサイクルに向けた取り組みと検討、その課題
　　第７項　食品容器の「トレーtoトレー」&「ボトルto透明容器」の資源循環型リサイクル
　　第８項　PET（ペットボトルなど）のリサイクル（MRとCR）
　　第９項　使用済み紙おむつのリサイクル
　　第１０項　プラスチック複合材の水平リサイクルにおけるその課題と解決方法
　　第１１項　プラスチック複合材（炭素繊維強化プラスチック）のリサイクル技術
第３章　リサイクルによる脱炭素効果および資源循環の目標設定
　第１節　ライフサイクルアセスメントの手法と事例
　第２節　資源循環に関する目標設定の仕方・指標の考え方

（書籍申し込み要領）
◎右記記入の上、FAXでお申込を承ります。
◎お申込書を確認次第、書籍、請求書および
振込要領をお送りいたします。
◎未発刊の書籍をお申込の場合、
発刊時に弊社より書籍、請求書、納品書
および振込要領をご送付いたします
（送料は弊社負担）
◎お支払いは請求日翌月末日までに、銀行振込
　にてお願いいたします。原則として領収証の
　発行はいたしません。
◎振り込み手数料はご負担ください。
★ https://johokiko.co.jp/
の申込みフォームからも承ります！

★企業を取り巻く国内外の背景や政策・規制、各プラスチックリサイクル技術の開発動向と併せて、
リサイクルが事業として成り立つための課題や企業の取り組み、検討事項を解説。

詳細はWEBに掲載⇒https://johokiko.co.jp/publishing/BC240703.php
　　 又は「情報機構　BC240703」と検索 

〇国内外のマテリアルリサイクル状況、プラスチック資源循環促進法解説と企業が留意すべきこと

〇プラスチックリサイクル技術概要と品質改善、評価対応
・ケミカルリサイクル／マテリアルリサイクル技術概要、各手法の比較や適用可能なプラスチックの種類など
・簡便な使用済みプラスチックの評価方法と分析例
・リサイクル材の品質低下要因と改善策
〇自動車、産業廃棄物、容器包装、複合材プラetc　製品別のリサイクル技術開発動向
・扱うプラスチックの種類、リサイクル材の回収から処理工程、異物の選別手法、品質管理方法
・異物を大量に含む複合材プラスチックの課題と対応
・耐久性や物性の劣化対策、環境への影響評価、コストや異物対策など社会実装に向けた検討課題
〇リサイクルによる脱炭素効果および資源循環の目標設定について
・ＬＣＡ（ライフサイクルアセスメント）の実施例を解説。評価条件やＣＯ２排出量の算出方法など
・企業が資源循環に関する目標設定を行うには？その考え方および具体的な流れ、指標の事例をご紹介
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